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13議員が市政を問う一 般 質 問

江　渡　信　貴
（自民公明クラブ）

問　市の特産物や魅力を直接ＰＲし、消費につ
なげるため、春まつり期間中に官庁街通りで物
産品を販売できないか。
答　多くの来訪者がある春まつり会場で物産品
の販売を行うことは、ＰＲの面で効果的であり、
地域経済の活性化につながることから、実施に
向け具体的な協議を進めていきます。

問　中央病院で毎年10月の第３日曜日に実施
している乳がん検診「マンモサンデー」の受診
者数と検査体制は。
答　過去５年間の受診者数の平均は20名で、
マンモサンデーを含む当病院の乳がん検査は、
全て女性の技師が行っており、安心して気兼ね
なく検査を受けられる体制を整えています。

問　結婚支援事業の新たな取組とその効果は。
答　令和７年度から新たにあおもりマッチング
システムの新規登録料の半額補助を開始してい
るほか、定住自立圏の婚活イベントでは、開催
数を年２回に増やし、うち１回は十和田湖で遊
覧船を活用した新たな婚活イベントを企画して
います。また、昨年度初めて行ったウェブ広告
により事業利用者が増えたことから、今年度も
引き続きウェブ広告を活用するとともに、広報
誌やＳＮＳなどあらゆる媒体を活用し周知に努
め、支援を進めていきたいと考えています。

問　様々な障がいの特性を学び、手助けしてい
く取組「あいサポート運動」の輪が広がってい
るが、市の認識は。
答　共生社会、ダイバーシティー社会の形成に
効果的なため、他の自治体の活動を調査しつつ、
速やかな実施に向け取り組んでいきます。

問　ふるさと納税の寄附増額に向けた取組は。
答　全国的にニーズがある肉や米など強みを生
かした特色ある返礼品の充実を図るとともに、
市と寄附者をつなぐ中間事業者の有効活用や積
極的な情報発信など新たな取組を検討します。
問　クラウドファンディング型ふるさと納税制
度を活用する考えは。
答　本制度は、自治体が抱える課題解決のため
に寄附金の使い道を示して募るもので、事業の
ＰＲや新たな財源確保が可能となる一方で、目
標額に達しない可能性や資金調達まで時間を要
するというデメリットもあります。また、寄附
者に訴えかける市特有の課題抽出と綿密なスト
ーリーづくりが求められるため、先進事例を参
考に、慎重に検討を進める必要があると考えて
います。
問　企業が自治体の地方創生の取組に対し寄附
を行うことで、企業価値の向上や寄附額の約９
割の法人関係税が軽減される企業版ふるさと納
税の現状と今後の考えは。
答　平成29年度から令和６年度までに、冬季
観光充実事業に２社から計6,000万円、移住・
定住施策や子育て支援等に11社から計430万
円の寄附をいただいています。今後、さらなる
ＰＲのため、民間の企業版ふるさと納税ポータ
ルサイトの活用や、市にゆかりのある企業への
働きかけなど有効な手段を検討し、地方創生を
推進するための財源として、企業版ふるさと納
税の確保に努めます。
問　ふるさと納税係を新設する考えは。
答　取組を拡充していくため、担当職員の増員
を含めた体制の見直しが必要であり、笑顔あふ
れる十和田市の実現に向け、全庁的な視点で、
組織体制の見直しを検討していきます。

春まつりの官庁街通りで
　　　　　　　　　物産販売をふるさと納税の寄附増額を

今　泉　信　明
（立憲農民クラブ）

問　市民交流プラザ「トワーレ」のプレイルー
ムを遊戯施設としてより充実させる考えは。
答　令和６年度に行った子ども・子育て支援事
業計画の策定に係るニーズ調査において、子育
て世代から「街なかに近い場所で駐車場がある
施設を」という意見があることから、当施設が
最も有力な施設であると認識しております。よ
って、第一にトワーレのプレイルームと親子ふ
れあいスペースの改修、さらには他のスペース
の活用も視野に入れ検討するよう担当部署に指
示しているところであり、財源や利用団体の調
整等の課題を整理したうえで判断したいと考え
ています。また、屋内遊戯施設の早期開設のた
め、令和７度中に整備に向けた方針案を作成す
ることとしており、整備にあたってはニーズを
捉え、専門事業者からも提案や助言をいただき
ながら子供の遊びの環境の充実に向け鋭意取り
組んでいきます。

問　国立公園先端モデル事業におけるマスター
プランの進捗状況は。
答　十和田八幡平国立公園の利用拠点である休
屋・休平地区の面的な魅力向上を図るための基
本計画として、環境省を中心に策定作業が進み、
当初は令和６年度中の策定予定でしたが、サウ
ンディング調査を行うなど、より実効性のある
計画とするため、策定時期が令和７年10月に
延期されたとの報告を受けています。
問　今後の市の取組は。
答　マスタープランの素案に掲げられたハード
面・ソフト面のそれぞれの取組について、いず
れも十和田湖畔地域の魅力向上や活性化に必要
な施策であることから、地域住民や関係機関と
協議を重ね、着実に取組を進めていきます。

問　第５次十和田市ごみ減量行動計画の目的は。
答　令和６年度に策定した本計画では、資源を
有効活用し、リサイクルを推進することによっ
て環境への負荷を低減する循環型社会の実現に
向けて、市民・事業者・行政の３者が連携し、
ごみの減量、リサイクルの推進に取り組んでい
ます。
問　今後の市の取組は。
答　令和７年度は、新たに公共施設から排出さ
れる生ごみを回収し、バイオマス発電施設でリ
サイクルする事業に取り組んでおり、年間約
44トンの生ごみの削減、約136万円のごみ処
理にかかる経費の削減効果が見込まれています。
さらなるごみの減量、リサイクルの推進には、
市民や事業者の理解と協力が必要となることか
ら、一層の周知とごみ減量に対する意識と価値
観を共有していけるよう取り組んでいきます。

問　市内の外国人労働者数を把握しているか。
答　市内の数値は持ち合わせていませんが、当
市を含む三沢公共職業安定所管内における外国
人労働者数は、令和４年は663人、令和５年
は812人、令和６年は956人となっており、年々
増加傾向となっています。
問　外国人労働者に対し、市ではどのような支
援を行っているか。
答　若年者等の市内企業への定着を図るため、
資格や免許を取得するため従業員に研修や試験
を受けさせる企業を支援する若年者等人材育成
支援事業を実施しているほか、生活面の支援と
して、市ホームページに多言語生活情報のペー
ジを設け、英語・韓国語・中国語の簡体字・繁
体字の４言語で生活に必要な情報を提供してお
り、今後はベトナム語を追加する予定です。

トワーレをより充実した
　　　　　　　　屋内遊戯施設に

ごみ減量行動計画
　　　　　　今後の取組は

小山田　剛　士
（黎明親和会）

実施に向け協議を進める新たな取組を検討令和７年度中に方針案を作成 ごみ減量の意識と価値観を
　　　　　　　　共有していく

中　尾　利　香
（自民公明クラブ）
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